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日本輸血・細胞治療学会による学会認定・アフェレーシスナース制度の導入
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はじめに
アフェレーシスは，細胞や血漿成分の採取を目的と

して，30 年以上にわたって国内で行われており，2010
年から非血縁ドナーからの末梢血幹細胞採取と移植が
開始された．当学会により厚生労働省委託事業として
行われている血液製剤使用実態調査によると，2013
年には，患者，血縁ドナー，非血縁ドナーから 1,500，
692，14 回の末梢血幹細胞採取が行われ１），日本赤十字
社では，成分献血として，873,092 回の血小板採取と
648,703 回の血漿採取が行われている２）．従事する看護師
のアフェレーシスに関する正しい知識習得と看護能力
の向上を推進し，安全なアフェレーシスに寄与するこ
とができる看護師を育成することを目的に，日本輸血・
細胞治療学会は 2010 年に，学会認定・アフェレーシス
ナース制度（以下，本制度）３）を導入した．制度の導入
後 5年間の状況を報告する．

方 法
制度の概要
学会内に 2010 年に学会認定・アフェレーシスナース

制度準備委員会が設立され，規約の検討などの後，学
会認定・アフェレーシスナース制度審議会（以下，審
議会）に移行した．審議会は 7名の委員で構成され，
審議会内にカリキュラム委員会，資格審査委員会，施
設委員会，試験委員会が設置された．

本制度では，血漿交換を除く，血液成分分離装置を
用いた末梢血幹細胞採取と成分採血等をアフェレーシ
スと定義した．
1）受験資格
受験資格として，1）病院または赤十字血液センター

勤務の看護師，2）申請時に通算 3年以上の臨床経験，
3）アフェレーシス看護業務に 1年以上従事し，10 回以
上のアフェレーシス看護経験，4）病院では所属長と輸
血責任医師，赤十字血液センターでは所長と採血課長
のそれぞれからの推薦，の 4項目を定め，申請時に必
要書類の送付とともに，申請料，講習料，試験料の納
付を求めた．
2）カリキュラム
輸血・細胞治療の基礎医学，輸血療法の考え方，ア

フェレーシスの実際，アフェレーシスにおける看護，
造血幹細胞移植を，カリキュラムとして学習すべき内
容と定めた．審議会では受験者の学習のために教科書４）

を編集し，アフェレーシス前の患者・ドナーへの説明，
穿刺，アフェレーシス中の観察，身体的・精神的ケア，
副作用への対応を含む 15 分間のDVDを作成した．ま
た，編集した教科書を含む書籍を参考図書として紹介
した．
3）講習会と試験
資格制度と講習会・試験などの情報は，学会誌，学

会ホームページ，総会時のガイダンスで公開し，原則

1）岡山県赤十字血液センター
2）千葉大学附属病院輸血・細胞療法部
3）がん・感染症センター都立駒込病院輸血・細胞治療科
4）埼玉医科大学総合医療センター輸血細胞医療部
5）神奈川県立がんセンター輸血医療科
6）東京都赤十字血液センター
7）自治医科大学附属病院輸血・細胞移植部
8）福島県立医科大学附属病院輸血・移植免疫部
9）日本輸血・細胞治療学会アフェレーシスナース審議会
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表 1　学会認定・アフェレーシスナース制度における
申請・受験・合格者数，正答率

申請者数

年 病院 血液センター 合計

2010 32 －  32
2011 11  29  40
2012 10  22  32
2013 10  42  52
2014 20  34  54

合計 83 127 210

受験者数

年 病院 血液センター 合計

2010 29 －  29
2011  8  29  37
2012 10  22  32
2013 10  41  51
2014 20  34  54

合計 77 126 203

合格者数

年 病院 血液センター 合計

2010 27 －  27
2011  8  29  37
2012 10  22  32
2013  9  41  50
2014 19  32  51

合計 73 124 197

正答率

年 病院 血液センター 合計

2010 67.5 － 67.5
2011 73.0 77.5 76.5
2012 80.0 78.6 79.0
2013 78.6 77.7 77.9
2014 73.8 79.3 77.2

表 2　学会認定・アフェレーシスナース制度における
2015 年 4 月現在の有資格者数

合格年別有資格者数（2015 年 4 月現在）

年 病院 血液センター 所属なし 合計

2010 22   1 1  23
2011  5  25 1  30
2012 10  22 0  32
2013  8  43 0  51
2014 19  30 0  49

合計 64 121 2 187

支部別有資格者数（2015 年 4 月現在）

支部 病院 血液センター 所属なし 合計

北海道  2   0 1   3
東北  4   8 1  13
関東甲信越 32  19 0  51
北陸  3   6 0   9
東海  6   3 0   9
近畿  3   4 0   7
中国四国  9  51 0  60
九州  5  30 0  35

合計 64 121 2 187

（所属なし：病院および血液センターいずれにも所属しない
有資格者数）

として，下記の日程で運用を行った．各年度の総会後
に，申請，講習会・試験などの日程を発表し，7月中旬
から 8月末まで受験申請を受け付け，受験資格を審査
後，10 月上旬に申請者に審査結果を通知し，有資格者
には講習会と筆記試験の詳細を連絡した．11 月後半の
土曜日の午後に概ね 6時間の講習会を，翌日曜日の午
前中の 2時間で，80 問の多肢選択式を中心とする問題
に関して試験を行った．講習会では，審議会委員を中
心とした約 10 名の講師が，一コマ約 30 分でカリキュ
ラムの内容を説明し，最後に上述のDVDを再生した．
合格にはおおよそ 60％の正答率を求め，正答率 30％
以下の問題は，以後の試験から削除するか修正後に用
いることとした．試験結果は 12 月に受験者に通知し，
得点上位 2名を，翌年度の日本輸血・細胞治療学会村
上記念奨励賞の受賞者候補とした．合格者には，講習
会・試験の時期，会場，講習会の内容，試験の内容，
制度全般，その他について，自由記述式のアンケート

調査票を郵送した．
4）登録と更新
認定登録時には会員であることを求め，未入会の合

格者は合格通知後 2週間以内に入会することとした．
登録は 5年毎の更新制とし，更新のためには 5年間に，
アフェレーシスを含む輸血医療に関連した学会参加，
研究発表，講習会・研修会への参加などで，所定の単
位を取得することとした．

結 果
2010 年から 2014 年までの 5年間で，211 名（医療機

関所属；83 名，血液センター所属；128 名）の看護師
が受験申請を行い，203 名（医療機関所属；76 名，血
液センター所属；127名）に受験資格があると判定され，
試験の結果，197 名（医療機関所属；73 名，血液セン
ター所属；124 名）が合格と判定された．5年間の試験
における正答率は，67.3％，76.5％，79.0％，77.9％，74.2％
であった（表 1）．2015 年 4 月時点での認定者は 187
名で，10 名が死亡を含む退会により資格を喪失してい
た．地域（学会支部）別にみると，人口分布と比較し
て，病院所属看護師では関東甲信越の比率が高く，血
液センター所属の看護師では中国四国と九州の比率が
高かった（表 2）．
アンケートでは，受験者は学習や技術の向上に対し

て非常に意欲的で，試験の合格目的だけでなく，資格
取得後の継続的な学習のための機会の提供を求める意



日本輸血細胞治療学会誌 第61巻 第 6号 569

見が多く出された．通常の業務では患者の診療に接し
ていない血液センター所属の看護師からは，献血者か
らの採血が，診療のために安全な血液を安定的に供給
するという目的に直結していることや，その重要性を
再認識したとの記述もみられた．

考 察
5 年間で約 200 名の看護師が認定を受け，制度として

は一定の成果を挙げていると考えられる．受験者・資
格取得者の地域的偏りに対しては，講習会・試験を受
験者が少ない地域で開催し，試験委員を資格取得者が
少ない地域から選抜するなど配慮している．また，末
梢血幹細胞採取件数が多い施設や非血縁末梢血幹細胞
採取施設で，資格取得者がいない施設が多くあること
から，ホームページでの受験案内に加えて，骨髄バン
ク移植認定施設の末梢血幹細胞採取責任者，大学病院
の病院長，学会認定医に受験案内を送付している．さ
らに，退会による資格喪失をできるだけ防ぐために「受
験申請の手引き」を，認定や更新の条件が明解になる
ように改訂するなどの対応を行っている．本制度のさ
らなる普及を図るために，審議会として，総会時のガ
イダンスだけでなく，血液事業学会５）６）や国際輸血学会７）８）

で発表の機会を得るように努めている．日本輸血・細
胞治療学会の総会や秋季シンポジウムなどで，看護師
業務に関するセッションが設けられ，資格を取得した
看護師が発表する機会が増えてきているが，このよう
なセッションにおいて，資格取得をとおして，病院所
属の看護師からは院内のアフェレーシス体制の整備へ
の関与するようになったことが報告され９）１０），血液セン
ター所属の看護師からは，献血が診療に直結すること
を再確認し，安全に採血することだけでなく，献血者
の募集，地域医療機関への協力，学習に対する意欲が
向上したと報告されている１１）１２）１３）．本審議会としては，
資格を取得した看護師が，個人としても学習を続ける
とともに，病院と血液センターのそれぞれで核となる
ことにより，チームや組織のレベルアップに繋がるこ
とを希望している．審議会や学会として，アンケート
で示された，継続的な学習機会の要望に対しては，輸
血・細胞治療学会総会，秋季シンポジウムなどで，ア
フェレーシス関連を含む看護師を対象としたセッショ
ンをさらに充実させていくことが必要であると考えら
れる．
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